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松本広域連合管内

松本広域連合ニュース　NO.29／平成25年3月

● 松本広域連合議会報告
● 福祉・地域課からのお知らせ
● 信州まつもと空港
● 市村情報
● ふるさとの魅力 再発見 Vol.15
● 広域しょうぼう

写真／国有財産等無償使用消防車両  支援車Ⅰ型（詳しくはP7をご覧ください）
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平
成
25
年
松
本
広
域
連
合
２
月
定
例
会

が
、
去
る
２
月
５
日
に
松
本
広
域
連
合
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
菅
谷
広
域
連
合
長
か

ら
議
案
７
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
説
明
の

後
、
行
政
一
般
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
常
任
委
員
会
で
審
査
が
行

わ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

広

域 活 動 事
業

費

予算総額
４,365,000

（千円）

予算総額
１8,68０
（千円）

分担金及び負担金
４,186,020千円（９5.9％）

財産収入
１1,26０千円
（60.3％）

広域的観光事業
10,920千円
（58.5％）

消防費
４,046,530千円（９2.7％）

繰越金
7,420千円
（39.7％）

広域活動事務費
1,270千円
（6.8％）

繰入金
20,000千円（0.4％）

議会費
2,46０千円
（０．１％）

予備費
27,530千円（０.６％）

総務費
71,970千円
（1.7％）

公債費
106,240千円（2．4％）

民生費
110,270千円
（２.5％）

使用料及び手数料
4,430千円（０．１％）

予備費
3,050千円
（16.3％）

広域的健康づくり・
スポーツ振興事業
640千円（3.4％）

広域的文化事業
790千円（4.2％）
広域的地場産業振興事業
2,01０千円（10.8％）

財産収入
3,970千円（0.1％）

諸収入
72,760千円（１．7％）

繰越金
77,820千円（1.8％）

歳入

歳出

歳入

歳出

●
平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合

　

当
初
予
算
の
概
要

◎
平
成
25
年
２
月
定
例
会

◎
平
成
24
年
11
月
定
例
会

一般会計当初予算ふるさと基金事業
特別会計当初予算

松
本
広
域
連
合
議
会
報
告

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
議
案
第
２
号

　

平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

●
議
案
第
３
号

　

平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

●
議
案
第
４
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算

●
議
案
第
５
号

　

平
成
25
年
度
松
本
広
域
連
合
松
本
地
域
ふ
る

さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
予
算

●
議
案
第
６
号

　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

●
議
案
第
７
号

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
消
防
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
整
備
工
事
）

◆
提
出
案
件

●
議
案
第
１
号

　

平
成
24
年
度
松
本
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

●
議
案
第
２
号

　

平
成
23
年
度
松
本
広
域
連
合
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

●
報
第
１
号

　

松
本
広
域
連
合
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
25
年
松
本
広
域
連
合
議
会

２
月
定
例
会

　　

平
成
24
年
松
本
広
域
連
合
11
月
定
例
会

が
、
去
る
11
月
13
日
に
松
本
広
域
連
合
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
は
、
当
広
域
連
合
が
松
本
市

役
所
波
田
支
所
に
移
転
し
て
以
降
、
専
用
の

議
場
に
よ
る
初
め
て
の
議
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

議
案
４
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
行
政
一
般
に
対
す
る
質
問
が
行

わ
れ
、
常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
後
、
本
会

議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、

認
定
及
び
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
松
本
広
域
連
合
議
会

11
月
定
例
会
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歳入合計
23,459
（千円）

諸収入
302千円
（1.3％）

財産収入
１3,920千円
（59.3％）

ふるさと基金事業費
１2,142千円
（１００％）

繰越金
9,237千円
（39.4％）

歳出合計
４,293,975

（千円）

消防費
４,003,766千円
（９3.2％）

使用料及び手数料
　4,297千円（０.1％）

国庫支出金
14,824千円（0.3％）
県支出金
588千円（０.1％）
財産収入
3,774千円（０.1％）

繰入金
50,265千円（1.1％）

繰越金
198,492千円（4.4％）
諸収入
65,715千円（１.4％）

公債費
89,865千円
（2.1％）

議会費
2,018千円
（０.1％）
総務費
93,161千円
（2.2％）
民生費
105,165千円
（２.4％）

分担金及び負担金
４,158,461千円
（92.5％）

歳入合計
４,496,416

（千円）

歳出合計
１2,142
（千円）

●介護認定審査

●障害程度区分認定審査

審査判定件数
計14,915件

要支援1
1,830件
（12.3%)

要支援2
2,671件
（17.9%)

要介護2
2,465件
（16.5%)

要介護1
2,373件
（15.9%)

要介護3
1,929件
（12.9%)

要介護4
1,710件
（11.5%)

要介護5
1,902件
（12.8%)

非該当
35件

（0.2%)

審査判定件数
計632件

区分1
93件

（14.9%)

区分3
69件

（13.8%)

区分2
155件

（28.8%)

区分4
56件

（9.7%)

区分5
60件

（12.2%)

区分6
75件

（20.6%)

非該当
1件

（0.2%)

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

松
本
広
域
連
合
で
行
っ
て
い
る
、
介
護
認
定
審
査
及
び
障
害
程
度

区
分
認
定
審
査
の
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
審
査

判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 

介
護
認
定
審
査
会
委
員
・
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
の
任
期
で
、介
護
認
定
審
査
会
委
員
１
０
０
人
と
、障
害
程
度
区
分

認
定
審
査
会
委
員
15
人
が
改
選
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
は
、医
療
・
保
健
・
福
祉
の
各
分
野
に
関
係

す
る
団
体
等
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、審
査
判
定
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆ 
末
期
が
ん
患
者
等
の
方
の
審
査
判
定
の
迅
速
化
を
図
り
ま
す
。

　

末
期
が
ん
患
者
等
の
方
の
審
査
判
定
に
つ
い
て
は
、医
師
会
及
び
市
村
と
連
携
し
、よ
り
迅
速
な
対
応

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

◆ 

障
害
者
自
立
支
援
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
障
害
者
総
合
支
援
法（
略
称
）に
改
正
さ
れ
、平
成
25
年
度
か
ら
施
行
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
法
律
改
正
に
よ
り
平
成
26
年
度
か
ら
は
、「
障
害
程
度
区
分
」が「
障
害
支
援
区
分
」に
改
正
さ

れ
ま
す
。

　

介
護
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
新
規
申
請
の
有
効
期
間
が
延
長
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
１
５
６
件
減
の
１
万
４
千
９
百
件
余
で
、
全
体
の
認
定
審
査
件
数
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

障
害
程
度
区
分
認
定
の
審
査
判
定
件
数
は
、
昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、
２
４
７
件
増
の
６
３
２
件

で
、
全
体
の
認
定
審
査
件
数
は
、
３
年
毎
の
更
新
年
の
影
響
も
あ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

ふるさと基金事業
特別会計

一般会計

　

平
成
23
年
度
の
松
本
広
域
連
合
一般
会
計
の

決
算
は
、歳
入
が
44
億
９
６
４
１
万
５
６
２
５
円

（
前
年
度
対
比
0.8
％
増
）、歳
出
が
42
億

９
３
９
７
万
４
６
３
１
円（
前
年
度
対
比
0.7
％

増
）で
、歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収

支
は
、２
億
２
４
４
万
９
９
４
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、関
係
市
村
か
ら
の
負

担
金
の「
分
担
金
及
び
負
担
金
」が
41
億
５
８
４

６
万
５
１
５
円
で
全
体
の
92・５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

歳
出
で
は
、「
消
防
費
」が
40
億
３
７
６
万

６
１
５
２
円
で
全
体
の
93・２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、塩
尻

消
防
署
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
ほ
か
、平
成
26
年

度
に
大
規
模
な
設
備
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
備
え
、そ
の
際

の
財
源
と
な
る
消
防
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
積

増
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、渚
消
防
署
の

救
助
工
作
車
を
購
入
す
る
予
定
で
し
た
が
、国

庫
補
助
が
採
択
さ
れ
な
かっ
た
た
め
、購
入
を
平

成
24
年
度
に
延
ば
す
と
と
も
に
、財
源
の一部
を

基
金
に
積
増
し
し
、次
年
度
の
財
源
確
保
を
図

り
ま
し
た
。

　

な
お
、ふ
る
さ
と
基
金
事
業
特
別
会
計
の
決
算

は
、歳
入
が
２
３
４
５
万
９
０
４
８
円（
前
年
度
対

比
11・２
％
増
）、歳
出
が
１
２
１
４
万
１
５
３
３
円

（
前
年
度
対
比
2.3
％
増
）で
、単
純
に
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、１
１
３
１
万

７
５
１
５
円
と
なって
い
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
松
本
広
域
連
合

　

歳
入
歳
出
決
算
の
状
況

※	上記の表は、通常審査の件数と構成比を示したものです。
※	構成比は、小数点以下第2位を四捨五入し、小数点以下第１位までを
表示しているため、合計が１００％とならない場合があります。
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小田急線
代々木八幡駅

Family
mart

交番

NHK放送センター

千代田線
代々木公園駅

代々木公園

山手通り

富ヶ谷交差点 ココ

井の頭通り

代々木公園

■運航ダイヤ
【平成25年3月31日～平成25年10月26日】

路 線 出　　発

松本発 12：35

札幌発 14：30

松本発 16：25

福岡発 10：20

札幌着 14：00

松本着 16：00

福岡着 17：50

松本着 11：45

到　　着

札
幌
線

福
岡
線

　

松
本
市
美

術
館
で
70
歳

以
上
の
公
募

に
よ
る
美
術
展

「
第
５
回
老
い

る
ほ
ど
若
く

な
る
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

本
展
覧
会
は
「
健
康
寿
命
延
伸
都
市
」
を
目

指
す
松
本
市
独
自
の
公
募
展
と
し
て
、
２
年
に

一
度
、
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
絵
画
を
募
集
。

　

そ
の
中
か
ら
今
回
、
入
賞
・
入
選
し
た
作
品

１
０
９
点
を
展
示
し
ま
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と

に
輝
き
を
増
し
、
「
命
の
今
」
を
燃
や
し
続
け

る
力
作
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
展
覧
会
名
】

　

70
歳
以
上
の
公
募
に
よ
る
美
術
展

　

第
５
回
老
い
る
ほ
ど
若
く
な
る

【
会　

期
】

　

平
成
25
年
３
月
５
日
㈫
～
４
月
７
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

　

休
館
日
：
月
曜
日

【
会　

場
】

　

松
本
市
美
術
館　

企
画
展
示
室

【
観
覧
料
】

大
人
６
０
０
円
（
５
０
０
円
）
、

大
学
高
校
生
・
70
歳
以
上
の
松
本
市
民

　
　

３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

※
中
学
生
以
下
無
料
、
障
害
者
手
帳
携
帯
者

と
そ
の
介
助
者
１
名
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

松
本
市
美
術
館

　

電
話
０
２
６
３

−

39

−

７
４
０
０

市
村
情
報

信
州
ま
つ
も
と
空
港

３
月
31
日
か
ら
運
航
ダ
イ
ヤ
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

信
州
ま
つ
も
と
空
港
ま
で
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
の
場
合
は
、
松
本
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
前
）
か
ら
路
線
バ
ス
「
空
港
・

朝
日
線
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
信
州
ま
つ
も

と
空
港
を
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

●
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
７
０

−
５
５

−

０
４
８
９

※
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
は
、

F
A
X
：
０
５
４

−

３
５
４

−

５
５
７
９

●
長
野
県
企
画
部
交
通
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６

−

２
３
５

−

７
０
１
９

F
A
X
：
０
２
６

−

２
３
５

−

７
３
９
６

　

塩
尻
市
は
、

民
間
業
者
と
連

携
し
て
昨
年
６

月
、
東
京
都
渋

谷
区
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

機
能
を
兼
ね
た

ワ
イ
ン
バ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

信
州
塩
尻
桔

梗
ケ
原
で
育
っ

た
ぶ
ど
う
で
造

ら
れ
た
塩
尻
産

ワ
イ
ン
は
、
国

内
外
の
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
で

数
々
の
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、

世
界
レ
ベ
ル
の

品
質
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ダ
ル
ー
ヴ
ァ

で
は
、
市
内
８

ワ
イ
ナ
リ
ー
の

塩
尻
産
ワ
イ
ン

約
50
銘
柄
を
取

り
揃
え
、
皆
様

を
お
出
迎
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
東
京
へ
お

出
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

●dall'uva

（
ダ
ル
ー
ヴ
ァ
）

　

●
東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１

−

45

−

13

　

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

−

６
４
０
７

−

２
３
６
２

　

●U
RL

：

�
https://w

w
w
.facebook.com

/dalluvatokyo

　

筑
北
村

の
清
ら
か

な
水
で

育
て
ら

れ
た
美

味
し
い

い
ち
ご

を
そ
の
場

で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

坂
井
い
ち
ご
園

で
栽
培
し
て
い
る

い
ち
ご
は
、
つ
や

の
あ
る
大
き
な

「
と
ち
お
と
め
」
。

酸
味
が
少
な
く
、
甘
み
が
あ
り
、
ジ
ュ
ー
シ
ー

な
食
感
が
魅
力
で
す
。

　

ま
た
、
高
設
ベ
ン
チ
栽
培
に
よ
り
、
立
っ
た

ま
ま
の
姿
勢
で
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
ま
た
は
大
勢
の
皆
様

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

い
ち
ご
狩
り
は
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
狩
り
料
金
】

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
５
０
０
円

　

子
供
（
３
歳
以
上
）　

１
２
０
０
円

　

子
供
（
３
歳
未
満
）　

無
料

【
営
業
期
間
】

　

５
月
中
旬
ま
で
（
予
定
）

【
営
業
時
間
】

　

土
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

【
定
休
日
】

　

月
曜
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

●
坂
井
い
ち
ご
園

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
６
３

−

67

−

３
８
０
５

ワ
イ
ン
バ
ー
「dall'uva

（
ダ
ル
ー
ヴ
ァ
）」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
塩
尻
市
）

美
術
展「
第
５
回
老
い
る
ほ
ど
若
く
な
る
」

開
催
の
お
知
ら
せ
（
松
本
市
）

い
ち
ご
狩
り
の
お
知
ら
せ
（
筑
北
村
）

グランプリ天衣賞（松本市長賞）
大橋裕一《地獄極楽図》



45

「
美
ヶ
原
高
原
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

Vol.15

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見

　

美
ヶ
原
高
原
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
松

本
市
が
地
域
住
民
の
健
康
増
進
を
図
る
目

的
で
整
備
を
行
い
、
平
成
24
年
８
月
に
開

通
し
ま
し
た
。

　

松
本
市
の
東
山
地
域
、
美
ヶ
原
高
原
を

中
心
に
整
備
さ
れ
て
い
て
、
北
は
四
賀
地

区
の
金
山
町
を
起
点
に
、
戸
谷
峰
、
武
石

峰
を
通
り
、
日
本
百
名
山
で
も
あ
る
美
ヶ

原
高
原
王
ヶ
頭
を
目
指
し
ま
す
。

　

王
ヶ
頭
に
立
て
ば
、
北
ア
ル
プ
ス
、
南

ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
、
八
ヶ
岳
、
浅
間
山

と
雄
大
な
山
々
の
眺
望
が
堪
能
で
き
る

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
ま
す
。

　

ア
ル
プ
ス
展
望
コ
ー
ス
を
抜
け
、
茶
臼

山
、
三
峰
山
、
鉢
伏
山
を
通
り
、
南
の
起

点
で
あ
る
牛
伏
寺
ま
で
総
延
長
約
45
㎞
の

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
す
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
平
地
を
歩
く
よ
り

も
時
間
を
感
じ
さ
せ
ず
、
美
し
い
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
想
像
以
上
の
カ
ロ
リ
ー
を

消
費
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
清
ら
か
な
風
が
運
ぶ
木
の
香
り

は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
は
サ
ブ
ル
ー
ト
も

あ
り
、
歩
く
方
の
目
的
、
体
力
に
合
っ
た

ル
ー
ト
設
定
が
可
能
で
す
。

　

四
季
折
々
に
違
う
表
情
を
見
せ
る
美
ヶ

原
高
原
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

健
康
寿
命
延
伸
都
市
・
松
本
と
し
て
、
こ
の

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
が
、
「
地
域
住
民
の
生
き
が

い
と
感
動
を
覚
え
る
こ
と
の
で
き
る
場
、
健
康

維
持
向
上
の
場
」
と
し
て
大
き
く
寄
与
で
き
る

も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

松
本
市
観
光
温
泉
課

�
：
０
２
６
３
‐
３
４
‐
８
３
０
７
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◎救急件数・搬送人員は年々増加しています。
◎搬送された方の約半数は、入院の必要のない軽症者でした。

救急車の適正利用にご協力ください!

●救急件数が増加すると、救急車が足りなくなり、遠く

の救急車が出動する確率が高くなります。

●緊急性があり本当に救急車を必要としている人への

適切な救命処置等が遅れ、救える命が救えなくなる

おそれがあります。

命にかかわるお願いです

過去4年間の救急搬送人員と軽症者の割合の推移
（松本広域消防局管内）

救
急
件
数
（
件
）
▲

軽
症
者
の
比
率
（
％
）
▲

搬
送
人
員
（
人
）
■

18000

16000

14000

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

H21 H22 H23 H24

13,795

13,262

16,094

15,510

■　単独事業の消防車両　３台
救助工作車Ⅲ型
(渚消防署へ配置)

消防ポンプ自動車
(梓川消防署へ配置)

高規格救急自動車
(塩尻消防署へ配置)

(松本広域連合予算により購入した車両)

・特異、特殊な災害にも対応でき
る高度救助用資機材を積載し、
高度救助隊として運用する車両
です。

・厳寒期における凍結防止等を考
慮し、車両後部側面にシャッ
ターを採用した小型で高性能な
車両です。

・救急救命士が救急救命処置など
を行うための車内空間を確保
し、必要な救急資器材を装備し
た車両です。

平
成
24
年
の
救
急
出
場
件
数
は
過
去
最
高
!!
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都道府県指揮隊車
(消防局警防課へ配置)

支援車Ⅰ型
(芳川消防署神林出張所へ配置)

■　国有財産等無償使用消防車両　２台

　１１９番は緊急通報専用の番号です。相談や問い合わせの
利用はご遠慮ください。ご理解とご協力をお願いします。

（注意）火災が多発しています！平成24年度松本広域消防局に消防車両5台が配備されました

電話・ファックス

パソコン・スマートフォン・携帯電話

119番は火事・救急専用です

◎松本広域消防局当番医案内サービス
　�　０２６３－３５－９１１１
　�　０２６３－２８－９８９８
◎ながの医療情報ネット
　休日・夜間緊急医案内サービス
　�・�　０５７０－０８８１９９

検　索松本医師会
ながの医療情報ネット

松本広域消防局

当番医のお問い合わせは

※皆さまに上手に救急車を利用していただくため、総務省消防庁のホームページに「救急車利用マ

ニュアル」が掲載されています。救急車を呼ぶべきかどうか判断に困った場合などに参考にしてくだ

さい。　ＵＲＬ：http://www.fdma.go.jp/

（緊急消防援助隊の対応力強化のために必要な装備を国が整備し、都道府県へ無償で配備した車両）

＊各車両の詳しい内容は、消防局ホームページをご覧ください。

・緊急消防援助隊
等の応援出動の
際、的確な指揮
統制を行うため
の車両です。

・緊急消防援助隊
等の応援出動の
際、後方支援に
適した資機材が
積載・装備され
た車両です。
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火
災
件
数
が
大
幅
に
減
少

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施

平成24年度全国統一防火標語

消すまでは　出ない行かない　離れない

平成24年の状況
市町村別発生状況 火 災 種 別

出 火 原 因

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
全
国
一
斉
に

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
風
も
強
く
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

毎
年
こ
の
時
季
は
、
「
畔
草
焼
き
」
や

「
た
き
火
」
に
よ
る
火
災
が
多
く
、
拡
大

し
た
火
が
建
物
に
燃
え
移
っ
た
り
、
着
衣

に
燃
え
移
り
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
い
ま

す
。

　

畔
草
焼
き
な
ど
を
行
う
と
き
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
ジ
ョ
ウ
ロ
、
バ
ケ
ツ
等
で
必
ず
水
を
用
意
す
る

と
と
も
に
、
風
の
強
い
と
き
は
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
の
松
本
広
域
消
防
局
管
内
の
火
災
発
生
件
数
は
、
前
年
に
比
べ
71
件
減
と

大
幅
に
減
少
し
１
３
２
件
で
、
平
成
５
年
の
松
本
広
域
消
防
局
発
足
以
来
最
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
63
件
で
全
体
の
47
・
７
％
を
占
め
、
次
い
で
そ
の
他

火
災
、
車
両
火
災
、
林
野
火
災
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
火
原
因
は
、
た
き

火
、
放
火
（
疑
い
含
む
）
、
こ
ん
ろ
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市村区分
松 本 市
塩 尻 市
安曇野市
麻 績 村
生 坂 村
山 形 村
朝 日 村
筑 北 村
合　　計

件　数
74（108）
19（ 26）
29（ 48）
4（ 2）
1（ 0）
2（ 7）
2（ 3）
1（ 9）

132（203）
（　）内は23年の件数

林野
2件

（1.5％）

車両
14件

（10.6％）

建物
63件

（47.7％）

その他
53件

（40.2％）
河川敷・墓地
公園・立木 等

たき火
15件

こんろ
7件

火遊び
7件

たばこ
6件

電気機器
5件配線器具 5件

放火
（疑い含）
13件

不明
23件

その他
51件
排気管・
ストーブ 等

平
成
二
十
五
年
三
月
発
行
　
第
二
十
九
号
　
編
集
・
発
行
／
松
本
広
域
連
合
　
住
所
／
松
本
市
波
田
四
四
一
七
番
地
一�

印
刷
／
株
式
会
社
綜
合
印
刷

この広報紙は再生紙を使用しています。


